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〜真の友人からの手紙〜

　中部ろうさい病院は、
中京工業地帯における

産業医学のセンター病院
の役割を担うために、昭和

　 30年３月に内科、外科、整形
外科の３診療科、病床数50床で開院、その後順
次診療科の増設、増床を行い、現在は28診療
科、621床となり、来年は人間であれば還暦に
あたる60周年を迎えることとなります。
　開院初期の昭和32年度と平成25年度の診
療データを比較すると次のとおりです。

　開院初期と比べて平均在院日数も大幅に短
縮され、患者数も増加していますが、労災患者
比率が大きく減少しています。この労災比率
だけを見ると、ろうさい病院の役割は終わっ
たように思われがちです。しかし、現在でも年
間50万人を超える労働者が被災し、アスベス
トによる健康被害や精神障害等による労災認
定件数が増加しています。また、少子高齢化に
伴う就業者数の減少が見込まれる中、定期健
康診断での有所見率も50％を超え、予防医療
に加えて労働者の治療と就労の両立支援も重
要となってきております。このように政策病
院としてろうさい病院が取り組むべき課題は
山積しています。

　このような状況の中で、中部ろうさい病院
は政策医療として、労働者に多い腰痛の原因
と診断・治療の研究、糖尿病患者さんの就労
と治療の両立支援の研究などに取り組んでい
ます。また、地域医療支援病院として、24時間
救急や紹介患者さんの受け入れ、高度・先進
的な検査や手術を行う一方で、地域の他の医
療機関等と連携を強化し、病状が安定した方
の療養施設やかかりつけ医への逆紹介、医療
従事者を対象とした研修会、地域の皆さんを
対象とした講演会等も実施しています。
　さらに、がん診療拠点病院、災害拠点病院と
して地域の皆さんのセイフティーネット的な
役割も担っております。これからも、政策医療
を行うとともに、地域の皆さんから、なくては
ならない病院と思われるよう日々尽力してま
いりたいと考えております。
　この「フィリア・レター」は、患者さんと私
ども医療者の相互理解を深める橋渡しの役目
を果たし信頼される病院の手助けになること
を期待して、平成14年８月に第１号が発行さ
れ、今回で第39号となりました。本冊子が、医
療者側の自己満足に終わらないためにも、第
１号の精
神を忘れ
ずに継続
発行して
いきたい
と考えて
います。
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区分
平均在
院日数

1日平均患者数 労災患者比率

入院（うち新入院） 外来 入院 外来

昭和32年度
（1957年）

78日 365人（5人） 503人 50% 19%

平成25年度
（2013年）

16日 458人（29人） 1,391人 3% 2%

開院初期（昭和33年）の中部ろうさい病院




